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➊海釣り機能に関する事業者ヒアリング調査
釣り機能に関する事業者ヒアリング概要

■実施期間
平成30年7⽉5⽇（⽊）、7⽉17⽇（⽕）の2⽇間

■ヒアリング対象者
・芦屋町商⼯会
芦屋町商⼯会事務局企業⽀援係⻑ 武⾕様、芦屋町商⼯⻘年部 ⼭村様、坂⽥様、後藤様

・末松釣具センター
末松様

・有限会社皆川釣具
代表取締役 皆川様

・遠賀漁業協同組合 芦屋⽀所
参事補佐 河村様

■ヒアリング実施者

株式会社グローカルプロジェクト 河﨑、⼤⾥
株式会社JTB ⼭⽥
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❷ヒアリング調査結果のまとめ
ヒアリング調査の結果（ヒアリング記録より抜粋）

・釣り場としては良くないが、管理はしやすい。
・釣れる場所では無いが、イベントとしては可能性が⾼い。
・⿂を捌く等の付加価値を付けるサービスの提供が必要ではないか。
・釣りの流⾏は早い。最近では若い層のルアー釣りに関⼼が⾼く、若い層やファミリー層の釣り場としては可能性があるかも知れない。
・釣り⼈⼝の減少もあり釣り場としては厳しい。釣り具⼤型店の客数も全体的に減少気味。
・個⼈商店としては正直⾒えない部分があるが、釣り⼈と漁協の共存共栄は必要。
・釣り経験の無い⼈が⼀度来るとリピーターとしての可能性は⾼い。
・初⼼者教室等の充実化が鍵。
・導線、安全⾯の確保が必要。（テトラの安全対策）
・現状、⽴⼊禁⽌エリアに看板出しているが意味がなく、勝⼿に⼊ってきて釣りをしている。
・管理はきちんとしてもらった⽅が良い。⽴⼊禁⽌地区に⼈が流れてくる。

１ 芦屋港の釣り場としての可能性について

１－１各地点での⿂種、釣り⽅法等

・餌釣り。
・時期、季節により違う。
・⿂種が限定（あじ、ヒラメ、スズキ、漁港側（遠賀川沿）ではチヌ、キス）。

釣り⼈⼝減少傾向の中、初⼼者向けの安⼼感・安全性を満たしたレジャーの場としての可能性が⾼い
釣りをレジャーとして捉え、「気軽に」「簡単に」「楽しむ」場としての機能を持ち、テーマとストーリー性を重視

餌釣りの楽しさを提供する場
釣りの楽しみ⽅、「餌釣り」でのフィッシングが楽しめる場
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１－２主なターゲットしての可能性

・親⼦、ファミリー。
・初⼼者、⼥性。
・もともと釣りをしている⼈を対象とするには厳しい。
・若い世代
・未経験の年配者（現状は、早朝5：00〜8：00くらいに年配者が多い。）

１－３有料施設の可能性

・⼿ぶらで訪れても釣りが体験可能とすれば有料でも可能性はある。
・安全して釣れる場所の提供があれば可能。
・レストランや買い物等の複合施設との連携、サービスの充実化。
・釣り＝お⾦がかかる遊びとして捉えてもらいたくない。お⾦があまりかからず、楽しめる遊びスペース。
・⼿軽に軽く出来る釣り公園。
・施設等の充実により、雇⽤に繋がる。
・餌釣りの楽しさ→釣るだけではなく⾷べる楽しさ（料理教室等）。
・⼈的交流。
・地元割引（町内割引）の設定。
・地元利⽤者の促進、増加に繋げる。
・現状のままでは、⾼い価格は難しい。
・イカ釣り体験。
・遊漁船の体験プログラム（短時間で体験＝夜釣り体験→宿泊に結びつく）。
・漁獲体験。
・漁業者の中には、海でのレジャーには反対もある。お互いの決め事の明確化や保険は必須になる。
・漁協として指定管理は難しい。収益性が⾒込めない。ノウハウもなくリスクが⾼い。
・漁協だけでは難しいため、地域内で共存していく考え⽅にシフトしていく事が必要。

釣りへの興味は⾼いが、釣り経験の無い初⼼者層（親⼦・ファミリー層） ⼟⽇・祝⽇の休⽇に⾏動する層
・（⼥性やシニアの年配層）平⽇に⾏動する層
釣りへの興味はあるが、釣りは難い、経験したことが無いとする層の参加を促進する

釣りの場の提供プラス付加価値あるサービスによる有料化が必要
場の提供（安全、安⼼）にプラスし経験価値を⽣むサービス（付加価値）、⼿ぶら、捌く、⾷べる、遊漁船・漁獲等の漁業体験
と連動する。
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１－４釣り場の配置

・現在ファミリーフィッシングイベントを⾏っている場所は問題ないが、砂が溜まりやすい。
・プレジャーボート係留エリアに有料釣り場を作ることは⽀障がないが、それ以外の釣り⼈が漁港エリアに流れてくることが想定される。
・漁港内の防波堤も、柵等による区分ができれば良い。
・遠賀川側（テトラ側）は釣り場としては良い場所だが、整備が必要。
・漁港の機能導線と釣り場、釣り客の導線をしっかり検討する必要がある。

2 現在の問題点及び課題

・トイレの充実化 ファミリーフィッシングの際軽トラに乗せた簡易トイレを使っている。
・釣り⼈⼝の動向：えさ釣り：⾼齢化→⾜場の良い場所を求める（漁港の防波堤など）ルアー釣り：若年層の増加→シーバス釣り等
ルアー釣りは川〜池〜海に拡張している。
・海の町＝海をテーマとしたコーディネートが現状無い。外部に向けて発信するブランディングが必要。
・⿂価が下がっている事により漁業者の安定した収⼊の確保が必要。
・遊漁船が他地域と⽐較して弱い。
・組合員の減少と⾼齢化（24名 平均60代）芦屋漁協は合併しているから今のところは⼤丈夫であるが10年〜20年後
を⾒据えると存続の危機も考える必要がある。若⼿組合員に危機感がある。（特に30代）

3 想定できる料⾦設定

・⼿軽さが必要。釣り竿レンタル：500円程度、フルレンタル：3,000円（ライフジャケット等含む）
・常設釣り場：1,000円〜3,000円程度。
・リール、釣り竿：2,000円、リール、釣り竿+エサ：2,500円〜3,000円程度。
・芦屋町内のスーパーと連携して、釣った⿂を1匹300円で捌くなどの連携が出来れば良い。
・持ち込み可能な飲⾷店があると良い。

漁港エリアとの機能の棲み分けが重要
他機能との導線を作ることが必要となる

「海」をテーマとしたコンセプトが重要
施設利⽤者に対して、「海」をイメージさせるコンセプトが必要であり、海釣りから芦屋の海、漁業を連動するイメージが重要

利⽤料、1,000円〜3,000円程度、プラスレンタル料や体験料等を組み合わせた料⾦設定
「⼿軽さ」をキーワドとして、安⼼の場＋借りる＋習う＋捌く＋⾷べる等での料⾦設定。他施設及び町内飲⾷店との連携
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４ 想定できる運営⽅法

・漁船に乗って釣り体験+⾷べる＝セット販売。
・釣った⿂を直売所で買い取りする制度、捌いた⿂をその場で⾷べさせてくれる。
・運営する⼈材が町内で不⾜している。
・釣りのレクチャーが出来る⼈財が必要。釣り講習→覚える事で⾃慢したくなる。
・稚⿂の放流による保護活動も重要。
・遊漁船：1代限り。現状20隻ある。5名以上乗船させる場合は遊漁船の⽅が漁に出るより収⼊は良い。

５ その他

・ファミリーフィッシングイベントについて
地元の観光資源を活⽤することが⽬的で⽴ち上げたイベント
今年で5年⽬を迎える。リピーター増加。
親⼦、初⼼者が多い。（⼦供100名、※⼩学⽣9歳〜12歳が多い。親同伴）
投げ釣りが多い。（キス、ヒイラギが多い）
遠賀郡（80％）、直⽅、鞍⼿からの参加が多い。
捌き⽅教室→釣って捌いて⾷事提供→当初は⾏っていたが、今は捌きをみてもらう体験のみ。
指導者（ボランティア）25名程度、町内の⽅が多い。

・施設の充実により雇⽤に繋がってほしい。
・環境作りが必要、常に⼈がいる環境。
・導線を作る為に漁港事務所の位置を検討する必要があるかも。
・漁業者の⽅の年収も減少している。対策も必要である。
（今では年収1,000万円以上稼ぐ⼈が少なくなった）

管理運営の事業ノウハウを持つことが重要（管理機能、企画運営機能）町内⼈材の発掘と雇⽤へ繋げる
場の提供のみでの運営は困難と考えられる。付加価値（サービス）の提供へ向け組織機能、⼈材計画が重要

近隣類似施設等との差別化
町内関係者及び漁業従事者との共存を図り、付加価値（サービス）の提供を⾏うことで唯⼀無⼆の施設を⽬指す
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❸事業者ヒアリング結果を踏まえた海釣り機能の⽅向性

（１）釣り「場」としての提供に加え付加価値（サービス）を提供する機能

ここにしかない、ここでしかできない付加価値（サービス）を提供することで、近隣施設との差別化を図ることで集客へ繋げる。
⼟⽇等の休⽇と平⽇でのターゲット層を変えることで安定した集客に結びつける。
他施設、町内飲⾷等と「捌く」「⾷べる」等の連携を図ることで地域への経済効果を⾼める。

（３）運営管理、担い⼿づくりの組織体制

付加価値（サービス）の⾼い運営において必要となる、組織（マーケティング、マネージメントを備える）が必要となる。
集客に向けてのイベントや⽅策の検討を始め、釣り⽅を教える⼈材が重要となる。
町内の釣り具関係者や漁協、漁業者等のプロとの連携も必要となる。

（４）「海」をテーマとしたブランディング

芦屋町＝「海」、海の体験「釣り」のイメージを町内外へ⽰すブランディングが必要。
他の機能と連動したブランディング、テーマー性、ストーリー性が重要。
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（２）有料釣り場と漁協エリアの役割、導線の整理

安⼼・安全と初⼼者が楽しめる施設として、漁協及び漁業者との共存が必要となる。
漁協エリアと有料釣り場エリアの明確な整理とお客様の導線の棲み分けを⾏い、快適な場を提供する。



参考資料（宗像市⼤島の取組事例）
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出典：観光庁2015年「観光・海業分野の先進的・効果的な取組事例」


